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ウィリアム・ウッドワード、岸本英夫らは、宗教研究者に戦後の日本に関する
基礎資料を提供すべくContemporary Religion in Japanを 1960 年に創刊した。
それから短い休止期間を経て、デイヴィッド・リードが 1974 年にこの雑誌を復刊
する際に、名前を Japanese Journal of Religious Studies （以下 JJRS）と改め、日
本宗教研究へのアプローチについて歴史的にも方法論的にもより広い範囲で捉え
直そうとした。1981年に発行元が南山宗教文化研究所に移行して以来、JJRS は
日本宗教研究の分野において傑出した学術誌として高く評価されてきた。

2020 年度は新型コロナウィルスの影響でスケジュール変更が生じ、それにと
もなって出版が若干遅れたが、結果として春秋の二冊を何とか良い形で発行す
ることができた。春の特集号のテーマは「中世日本における密教伝統」であり、
僭越ながら私が編集責任者となって国際的な若手研究者から投稿を募ることと
なった。秋の方は、12 世紀の仏教僧団から戦後日本のキリスト教徒による人権
擁護運動まで、時代もテーマも多彩な内容を含む 5 本の論文が収録されている。
また、こちらには日本の宗教研究に関する最新の書評も収録されており、そこに
はアイヌの宗教についての研究書などが含まれている。

JJRS のオンライン活動は前年から増加しており、2020 年 4 月から 2021年 4 月
までのDOI 検索の結果は 55,071件であった（DOIの説明については、Bulletin
第 44 号の JJRS 年次報告を参照されたい）。JSTOR は独自のデータベースで検
索データを収集しているが、それによると 2020 年 4 月から 2021年 4 月までの
JJRS 論文へのアクセスは計 107,124 回であり、前年比で二倍となった。これらの
数値には、南山宗教文化研究所と JJRS（jjrs.org）のウェブサイトから直接アク
セスした件数は含まれていないだけでなく、当然のことながら、印刷物を介して
読まれた件数も反映されていない。オンデマンド印刷による JJRS の販売部数は
2020 年に三分の二増加した。

2021年春号の編集作業が目下進められており、これが JJRS史上もっとも大部
な一冊となることは間違いない。通常版となる第 48 巻 1号は、中世日本の宗教
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に関するものからコロナ禍における祭りの実施といった現代的な問題を取り扱う
ものまで、7 本の論文を収録する。またこの号には、宗教研究について物議を醸
しそうな挑発的な書評がいくつか掲載される。特集号の方は、コロンビア大学
のハルオ・シラネ氏とマイケル・コモ氏が編集責任者となり今秋に発行を予定し
ているが、こちらはコロンビア大学と名古屋大学が行った共同研究の集大成とな
る。この近況報告を書いている時点で、2022 年春号の投稿枠はほぼ埋まってい
る。2022 年秋に発行予定の特集号については、大家であるブリティッシュコロン
ビア大学のピーター・ノスコ氏が客員編集者となって、日本宗教研究者勢揃い
で論文を頂戴している。さらに 2023 年は、JJRS の出版 50 周年記念となるため、
特集号は名誉編集者のポール・スワンソン氏と私が編集責任者となって現在作
業を進めている。それにともない、これまで関わってくれた編集顧問の先生方、
著者たちや友人たちを招待して、JJRSの半世紀を記念する研究会を開催すること
ができればと考えている。
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